
・上司の勧め ２７名

・自分から希望 ３６名

（内訳は右の通り）

令和２年度 鹿児島県看護協会 鹿児島地区第３回研修会

テーマ ： 感染予防対策
令和２年１０月２４日(土)

講師 ： 鳥越 玉美先生 （感染管理認定看護師）
前永 和枝先生 （感染管理認定看護師）

知識を深めたい ８名

テーマ・内容に関心 7名

実践に役立てたい １３名

役割上必要 ４名

問題解決のため ２名

参加の動機

＜今後の実践に役立つか＞
わかる
役立つ

ある程度
理解できた
２９%

理解できた
70%

参加者アンケートより

参加者：６５名 回収：6３名(回収率9７%)

＜内容の理解度＞

ある程度
役立つ 6%

役立つ
94%

無回答 1%



入会してポイントを貯めよう!
当日、入会も出来ますよ～(*^_^*)／

入会のご案内：http://k-kango.jp/annai/nyukai/

✎ 研修参加者の感想 ✎

• コロナウィルスが発生してからでは、ゾーニングを考え
るのは難しいので事前に話しあっていく必要性を感じま
した。環境整備、物品の消毒などのことＰＰＥの外し方、
一つ一つ手指衛生も今一度知識の振り返りになりました。

• これからインフルエンザ、ノロウィルス、新型コロナ
ウィルスなどの感染拡大してきた際の実際の対応がイ
メージできました。現場での日々の消毒などのことＰＰ
Ｅの実際も見られて良かった。

• 自分の病院での感染対策が不充分である面を知ることが
出来ました。コロナ病棟での感染対策のあり方が本当に
正しいのか不安な部分がありました
が、今回の講義を聞いて改善点等が
見つかりました。

✤ 研修会を通して ✤

県内でも新型コロナウィルスの発生があり、さらに今後はインフルエン
ザの流行時期にも入ることから、日頃自分たちが行っている感染対策を
振り返る良い機会となりました。標準予防策に加えて感染経路別予防策
についても詳しく学びました。スタッフ全員が同じ意識で感染予防策行う
ことの重要性を再認識しました。特に手指衛生については、今一度手順
を確認し、しっかり行うこと。合わせてマスクの装着も正しくおこなう。ＰＰ
Ｅ着脱法の実技も行われました。新型コロナウィルスの終息はいつにな
るのかわかりませんが「今が感染対策を振り返るためのチャンス」という
講師の言葉が印象に残りました。 文責 野﨑尚子

http://k-kango.jp/annai/nyukai/

